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間葉系幹細胞の培養に適した培養表面と使用例演　題　1

間葉系幹細胞の培養では様々な培養表面が用いられています。コーニングが提供する培養表面 
には、プレートの素材であるポリスチレンに酸素導入により官能基を付与したCorning® CellBIND® 
sur faceや、幹細胞の培養に用いられるビトロネクチンの部分合成ペプチドであるCorning 
Synthemax® -II などがあります。今回はその特長や使用例をご紹介します。
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臨床研究に向けた間葉系幹細胞大量培養の 
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演　題　2

StemFit For Mesenchymal Stem Cell（MSC）は、高い性能、安定性、安全性を兼ね備えた間葉
系幹細胞（MSC）用の拡大培養培地です。培地組成中に、ヒト由来成分（血清成分、血小板溶解物
等）を含まないため、ロット間の性能差が少なく、安定した細胞培養が可能です。MSCの培養にお
いて、本培地は従来の血清添加培地に比べ、高い増殖性能を発揮します。また、PMDAの再生医療
等製品材料適格性確認書を取得しています。このStemFit For MSCとコーニングのCellBIND表面
やCorning Synthemax-IIとの組み合わせにより、組織からの効率的なMSC単離や臨床研究に必
要な量への細胞拡大培養が実現可能です。本ウェビナーでは、その事例をご紹介いたします。
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        コーニングライフサイエンスのウェビナーのページ

https://www.corning.com/jp/jp/products/life-sciences/
resources/webinars.html?commid=507134
※セミナーは BrightTALK のシステムを使用して行います。視聴には BrightTALK への登録　 が必要となります。登録画面は英語ですが、セミナーは日本語で行います。
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